
小平中学校 学習に関する瓦版

ＮＯ28

平成26年11月28日（金）発行

文責：川野邉勝也

今週までにすべての教科で期末テストの答案用紙が返却されました。それぞれが立てた

目標は達成できたのでしょうか？目標の達成状況に関するアンケートを実施しましたので

その結果を見ていきましょう。

Ｑ１ 自分が立てた目標点数はクリアできましたか？

クリアできた ほぼクリアできた クリアできなかった

１ 年 ０名（０％） ９名（３８％） １５名（６２％）

２ 年 ２名（８％） １０名（３８％） １４名（５４％）

３ 年 １名（３％） ２１名（７８％） ５名（１９％）

全 校 ３名（４％） ４０名（５２％） ３４名（４４％）

Ｑ２ 「クリアできた」「クリアできなかった」要因は何ですか？

① 「クリアできた」派

□ ワークを繰り返し学習したから。（２年男子・女子）

□ 苦手なところを集中的に覚えるまで学習したから。（３年女子）

② 「ほぼクリアできた」派

□ 目標点数までは届かなかったけど，今まで以上のテスト勉強をし，自分の限界ま

でできたから。（１年女子）

□ 自分の苦手な教科についての勉強方法を工夫してやったから。（反復練習，ワー

クを何度もやるなど）（２年女子）

□ テスト範囲をまんべんなく学習できたから。（３年男子）

③ 「クリアできなかった」派

□ 勉強時間が少ないから。ひまなのに勉強しなかったから。（１年男子）

□ 一つの教科をやり過ぎて，他の教科をあまり勉強できなかったから。（２年男子）

□ ながら勉強をしてしまい，気持ちの切り替えができなかったから。（３年女子）

Ｑ３ 期末テストの成果と課題

成 ○ ケアレスミスを減らせた。

○ 理科の表や気体の採取方法が正しく書けるようになった。

果 ○ 苦手なところや教科が減った。

課 ● 家庭学習の量を増やすこと。

● 問題をよく読んで，ケアレスミスを減らすこと。

題 ● 時間を決めて計画的に勉強すること。

アンケートの結果を見ると，３年生の約８割が目標点数をクリア，ほぼクリアできたと

回答しています。適切な目標設定，目標達成のための努力が実を結んだのではないでしょ

うか。

次のテストは冬休み明けの「実力テスト」です。上に掲載した仲間の声を自分の学習を

振り返る材料として，今後しっかりと学習に向き合ってください。同じ失敗や後悔を繰り

返さないように…。


